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問題１  
熱力学と力学を融合した問題である。気体の圧力とばねの弾性力とのつりあい，理想気

体の内部エネルギー変化，エネルギー保存則，気体が外部に対してする仕事とばねの弾性

エネルギー変化の関係が理解できているかを問うた。さらに，ばねの弾性エネルギー，物

体の位置エネルギー，運動エネルギーの間の保存および斜方投射（実際には鉛直投げ上げ

と変わらない）についての理解度を問うた。  

 
 

問題２  

 閉管と開管の気柱共鳴，音波の振動数と波長の関係，定常波の節と腹に関する基礎的理

解度をみる問題である。音波の波長，振動数，音速の関係および開管の気柱共鳴における

基本振動，2 倍振動の公式を理解しているかを問うた。また，閉管の気柱共鳴の基礎的理

解度ならびに閉管と開管の気柱共鳴の関係について問うた。  

 
 

問題３  
 直流回路の基礎，電球の電流－電圧特性，温度係数についての理解度を問うた。また，

グラフからデータを読み取り，そこからの思考力をみる出題である。  
 
 

問題４  
光の基本的な性質とコンプトン効果に関する出題である。光の持つ波の性質の例，光の粒

子性を光電効果について問うた後，コンプトン効果について光のエネルギーと運動量，  エ

年ルギ一保存則と運動量保存則を理解できているかを問うた。  

 
 
























